
パネルディスカッション

Green Value Chain促進ネットワーク 第1回 会員交流イベント

◼ パネルディスカッションの概要

パネルディスカッション

テーマ

目的

内容

1次データを活用したScope3排出量算定のポイント

Scope3排出量算定において「1次データ」をどのように活用するか、
その意識や課題、実務的な工夫について理解を深める

◆ 企業・NGO・監査法人など、サプライチェーン排出量の算定・削減に関わる様々な
立場の方々を交えてディスカッションを行います

◆ 中堅・中小企業を含むサプライヤー排出量の算定についてもお伺いします
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CDP概要

投資家や企業、自治体向けに、世界の環
境情報開示システムを運営する国際的
な非営利団体

25年間にわたりこの活動を継続

640+
640社以上の金
融機関、資産総額
127兆米ドル以上

330+
330社以上のサプライ
チェーンメンバー

24,800+
2024年には世界の株式
時価総額の約3分の2に
相当する24,800社を超
える企業が回答

130≈
2024年に情報開示し
た企業は約130の国・
地域に拠点を置く

ミッション 将来世代を守るため、アース
ポジティブな意思決定を可能にする新
しい情報を提供

ビジョン 人と地球と経済が、真にバラン
スのとれた世界を目指す

1（注）2025年3月末時点の、2024年度CDP回答サイクルの情報を元に作成



2

部分的に整合。 技術調整が進行中。

CDP 質問書と ESRS E1 は大幅に整合。
公式パートナーシップを通じてさらなる連携
を模索中。

TNFD開示提言に部分的に準拠
し、完全な整合に向けて取組中。

整合 整合の推進

2018年から

S2号：2024から

<CDPの信条＞
“Write once, 

read and use many”
（一回の回答を何度も利用）
“One stop shop”

（全てのものがそろう場所）

CDP質問書 - グローバルな開示基準／
枠組みや規制と整合

























経営戦略部 サステナビリティ経営推進室

山陽新幹線の運転士、新幹線の戦略企画を経て、
2024年より現職

後藤さやか
西日本旅客鉄道株式会社

所属

略歴

１次データ
活用状況

2024年度分のデータ算定分から
１次データ活用を本格化



[取り組み事例 新幹線は国内初！電車への再生可能エネルギーの導入]

• 新幹線
全体の13％を再エネ由来電力への
置き換え達成予定(2027年度まで)

• 大阪環状線・JRゆめ咲線
 100％再エネ由来の電力で運行中

• その他在来線
   約11％を再エネ由来電力に置換予定
 （2027年度まで）



[取り組み事例 低炭素な輸送手段 鉄道への乗り換えPR]

• JRグループ、（一社）日本民営鉄道協会
（一社）日本地下鉄協会にて
共通ロゴとスローガンを作成

• 鉄道の環境優位性のPRを強化中



[取り組み事例 Scope3が低減可能な法人向けサービス]

• エクスプレス予約法人会員様向け

• 東海道・山陽・九州新幹線で利用可能

• 新幹線での出張移動に伴うCO2排出量
実質ゼロに

・2025年４月現在 22社で導入
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